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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
Ｈ２３教育予算重点要望について
　去る２月２５日に今年度最後の予算要望委員会があり、市教委から重点要望事項にかかわる状況説明がありました。詳しい様子は財政グループの森田さんから１５日予定の定例会で報告があると思いますが、速報ということでお知らせします。なお、これから示す内容は市議会の議決を経ていないのであくまで市教委側の原案であること、今年は市長選挙があるため政策的予算はその後に決まる予定であることなどをご承知ください。
＜重点要求事項＞

１．学力向上のための積極的な人的支援、基本生活を身につかせる取り組みについて

学ぶ楽しさや喜びが実感できる学習活動を推進し、「確かな学力」を育む教育の推進を図るため、学力向上に向けた取り組みを推進する。

・エキスパートサポーター事業（非常勤職員２名配置）の実施
3,766千円

・学力向上サポーター事業（退職教員の活用）の実施
2,880千円

・ＳＡＴ事業（学生・地域の人材活用）の実施
488千円

２．情報教育におけるＩＴの定着・習熟のための環境改善について

ＩＣＴを活用した授業を実施するための情報機器の充実を図り、児童生徒が快適に学習活動ができる環境づくりを進める。

・校務用ＰＣの購入
2,960千円
・光回線への移行
2,143千円

・事務職員ＰＣの更新、管理用プリンタの配置
1,683千円
・学校教育用コンピューターの更新
3,400千円

・浜益小ＩＣＴ利活用システムの本格運用の実施
189千円

３．学校図書館蔵書の充実のほか、学校司書の設置について

子どもの自主的な読書活動の推進を図るため、学校司書配置や蔵書拡大など学校図書館を充実する。

・学校司書の配置　2名（双葉小、南線小）4,152千円

・蔵書の充実
小学校5,051千円、中学校4,500千円



※学校図書購入・・・H23.3月補正予算（5,000千円）

・市民図書館とのオンライン化等（双葉小、南線小）
1,915千円
・学校巡回文庫の創設（市民図書館からの貸出）
800千円

４．特色あるプログラムの奨励、支援の拡大充実について

学校で「総合的な学習時間」などにおける環境・人権・平和・国際理解などに関する取り組みや「特色ある教育活動」関わる取り組みに対して交付金を交付する。

・奨励プログラム推進事業の継続
5,928千円

５．子どもの体力向上の視点に立った総合的な施策推進について

健康な体を育む教育活動の推進を図るため、スポーツが出来る機会の提供と外部指導者の活用を図る。

・ソフトボール教材備品の整備
小学校170千円、中学校500千円
・武道教材備品の整備　中学校3,000千円

・外部指導者（スポーツＳＡＴ・部活動外部指導者）の活用
799千円

６．特別支援教育や不登校児の支援について

平成22年度に設置した「教育支援センター」を中心に、困り感を持った児童生徒とその保護者の総合的な支援をはかる。また、各学校に配置する支援員を増員する。（11名→21名）38,598千円

７．地域に開かれた学校づくりの取り組みについて

学校支援地域本部事業により、地域が学校ボランティア活動を通して支援する。（補正対応）

８．学校施設の耐震化及び児童・生徒玄関のオートロック化について

児童生徒の安心・安全な良好な学校環境の改善を図るため、学校施設の整備改修を実施する。

・花川北中学校大規模改修（耐震補強、大規模改修、暖房設備等）
432,637千円

・玄関オートロック化の実施(小学校・中学校各１校予定)
2,000千円

　※厚田小学校及び浜益小学校耐震補強・大規模改修（屋体棟）・・・H23.3月補正予算（114,630千円）
　冒頭にある、＜重点要求事項＞とは、市教委にとっての重点要求という意味だと思います。そういう理解で事務局として幾つか気になる点を指摘しておきたいと思います。
◇学校図書に関して、補正予算5,000千円というのがありますが、どのように執行されるのでしょうか。まさか、これから配分されることはないとおもいますが。
◇市民図書館と学校とのオンライン化については、前の館長の講演会でそのような構想がないか質問したところその当時は「財源がないので」という答えでありましたが、これは図書館と学校図書を重視する石狩市のスタンスとしては当然進めることになる内容だと思います。ただ、連携会議の調査にもある通り、双葉小のシステムは市民図書館と同じ業者のシステムですが、南線小は違います。当然南線小のシステムは変更になると思われます。そのための司書配置なのかもしれませんね。これがうまくいけば、全ての学校のシステムが入れ替えになるのかもしれません。
◇武道教材整備の備品（中学校3,000千円）は随分額が多いが、予算要望書を見る限り花川中と樽川中の柔道マットの要望（合計で2,000千円弱）しか見当たりません。私の見落としでしょうか。
◇特別支援教育支援員は連携会議の調査では9名だったのですが、実際は11名配置されていたのですね。それが一挙に21名になると、どのような配置になるのでしょう。
などなど、次回の連携会議で交流したいと思います。

　連携会議としては、これらの事業予算がどのように学校に配分され、どのように人的配置がなされるのか追跡調査をして資料化をすすめたいと思います。



























